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​人口流出をきっかけとした公立学校づくりの変容に伴う教育移住の様相​

​発表の概要と成果（抄録を公開しているURLがある場合、「概要・成果」を記載した上で、URLを末​
​尾に記してください。また、抄録PDFは別途ご提出ください。なお、抄録PDFはWeb上には公開され​
​ません。）​
​教育移住の様相、移住者や移住支援者の移住プロセスや教育移住先の学校や地域を調査対象とし、​
​2024年度に調査を行った研究成果を2025年度日本建築学会大会にて報告した。​

​【発表の概要】​
​　人口減少に加え、震災に伴う人口流出が各地で起きている。本研究では、人口流出への解決策と​
​して子育て世代の移住に注目し、震災に伴う学校設立と移住の関係性や、学校設立前後での地域変​
​容を明らかにすることを目的としている。調査方法は、移住者を中心としたインタビューおよびア​
​ンケート調査を実施した。​
​　調査により教育を理由とした移住が確認できた。またその過程では、教育や学校探しをきっかけ​
​にその自治体を選んでいるのが確認できた。移住前後での子どもの変化では、外遊びの時間が増え​
​たり再び学校に行けるようになったりと、利点と捉えられる変化が見られ、教育移住としての成果​
​に関する意見が多かった。さらに、学校の特色や狙いに応じたプログラムへの評価もあり、特色あ​
​る教育が移住後の移住者の子どもに影響を与えていることも確認できた。さらに、学校や地域につ​
​いて調査すると移住者が多様な活動への参画者となっていた。それが移住後の暮らしへのなじみを​
​形成していることも確認でき、公立学校と地域が一体となった移住など活性化や地域変容が生まれ​
​ている側面もあった。​
​　特色ある教育が移住のきっかけとなり、自治体などその地域での暮らしに関することなど、それ​
​以外の情報を収集している。さらに、移住者が評価していた移住後の地域へのなじみやすさが更な​
​る移住のしやすさにつながる可能性があり検討が必要である。地域変容の解明については両校が設​
​立間もなかったことから今後の課題ではあるが、移住者との関係も踏まえて持続的な仕組みが生ま​
​れることが期待できると研究を締め括った。​

​【発表の成果】​
​　昨年度学部で調査をしていた時には教育移住について研究している方が少なく、学会発表ではよ​
​り多くの他の機関で研究している方々からご意見をいただき、研究の不足している視点や調査観点​
​の見直しについて改めて実感および認識する有意義な機会となった。また、調査対象に関心を持っ​
​ている研究者の方々から、研究の詳細な内容について発表後に意見を聞きたいなどという交流が生​
​まれた他、同じような教育移住に着目した研究を行う方からご意見をいただけたことで、より自分​
​の研究に対する関心と研究の意義を見つめ直す良い機会となった。学部卒業後も研究に関する​
​フィールドワークを続けていきたいという自分の意思を改めて強く自覚できたかけがえのない時間​
​であったと考える。​
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